
日本バイオセーフティ学会 

実験室バイオセーフティガイドライン 第２版 

2019 年 8 月 1 日 

 

日本バイオセーフティ学会では、今般第 2 版として、本「実験室バイオセーフティ

ガイドライン」を発行致しました。 

わが国における、実験室での病原微生物の安全な取扱いへの実践的指針としてご利用

頂ければ幸いです。 

21 世紀に入り、益々新興・再興感染症は脅威の程度を拡大し、保健衛生のみなら

ず、経済面にも大きな影響を生じると共に、世界的動向として、意図的悪用への対応、

すなわち生物学的安全保障（Biological security）への対応も必要となって来ています。 

このような環境に対応するため、本ガイドラインが微生物学の発展、公衆衛生におけ

る安全性の保障、並びに臨床研究を始め疫学的研究における安全性の確立に寄与できる

ことを祈念しております。 

なお、本ガイドラインは今後の実験室のあるべき姿を述べたものであり、既存の実験

室における適合性を問題とするものではないことにご注意願いたいと存じます。 
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